
SKYMENU 活用授業 実践レポート 

 

お名前 岩田 瑠一 学校名 西尾市立福地南部小学校 

実施学年 ６年生 教  科 学活（教科横断的な実践） 

単元名 情報モラルを上手にモウラ！ 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

１  前時の学習

を振り返る。 

・学びの足跡をグループフォルダで確認する。 

 

 

 

 

 

・いつでも自分の

手元で学習を振

り返ることができ

る。 

本単元では、単元を貫く目標を「学校紹介動画を作り、投稿する。」とし、安全な動画を投稿するためにどのよ

うなことに気をつけなければならないのかについて学習を進めていく。 

そこで、情報活用能力を身につけ、ICT 機器を安心・安全かつ適切に活用できるようになるために作成され

た「GIGA ワークブックにしお」を本教材として活用する。本実践では、発信する情報が周りにどのような影響を

与えるのかについて考える。人によって公開されてもよい・よくない写真は違うという認識のずれがあることに気

づき、動画作りの際には「写真から個人が特定されないか、写真に写っている人に許可は取ったか」ということ

を確認できる姿が表出できるようにした。 

 これまでの学習の実態 

① 学びの足跡を教室に掲示していたが、席が遠い子は見えておらず、前時の振り返りに差ができていた。 

② 友だちの意見と自分の意見を比較したり、友だちの意見から自分の考えを再構築したりする子どもが出て

きたが、友だちの意見に目を向けることができずに、学びが深まらない子どもも多くいる。 

 

SKYMENUを以下のように活用することで、 学習の実態の改善を図る。 

① グループフォルダに学びの足跡を乗せることで、手元で学びの足跡を確認できるようにする。 

② ポジショニングを使い、人によって考えや感じ方は様々ということを視覚的にわかりやすくする。また、板書を

見て気づいたことを気づきメモに入力する時間を設ける。視覚的に捉えた気づきを言語化することで、振り

返りを書く際の助けとなるようにする。 

様々な活用をすることで、授業の効率化も行っていきたい。 

 



展 

 

開 

２ ネットに情報

を公開するに

は、どのような

ことに気をつ

ければよいか

を考える。 

 

 

 

① ５枚の写真

を見て 、公

開しても問

題がないと

思う順番に

並べ替える。 

 

② ５つの写真

を見て、ネッ

トに載せら

れたらいや

だと思う順

番に並べ替

える。 

③ GIGA ワー

クブックにし

おを読み、ま

とめる。 

・一番公開されたくない写真を選択する際に、ポジショニングを使

う。 

 

 

 

 

 

 

・板書を見て、気づいたことを気づきメモに入力する。 

① 公開してもよい写真かどうかの結果について 

 

 

 

 

 

 

 

② 公開されたくない写真についてのポジショニングの結果から 

 

 

 

 

 

③ 教材を読み、大切だと思ったことを、気づきメモに入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「公開されたくな

い写真は人それ

ぞれ」ということ

視覚的に捉える

ことができる。 

 

 

 

 

・学びをまとめやす

くするために、気

づきや思ったこと

を気づきメモに

蓄積していく。 

ま 

と 

め 

３ 学びを振り返

る。 

・振り返りを発表ノートに入力する。 

 

 

 

 

 

 

・気づきメモから発

表ノートを開くこと

で、授業中の気づ

きをいかすことがで

きる。 

 

 



子どもの振り返り、板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪実践を振り返って≫ 

これまでの学習の実態改善について 

① 子どもから「自分の見たいときに見ることができるし、見やすいので、これからも続けてほしい。」と声が

上がった。教室掲示とグループフォルダを場面に応じて使い分けていくことで、子どもの意欲をより引き

出せると感じた。 

② ポジショニングを使うことで、全員が認識のずれを確認することができた。また、気づきメモに学びを蓄

積していくことで、振り返りを書くに至るまでの思考の流れも見えるようになった。また、授業をすべてデ

ジタルで行うことができたので、効率的な授業デザインや教材研究・準備時間の短縮ができた。 

 これからも、授業の効率化や子どもの思考の手助けとなる手段の一つとして ICT 機器を活用しようと考

えることができるよう、SKYMENUの様々な機能に触れ、発信を続けていきたい。 

 


